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948 [J伝慾‘体端、j長} ‘ {加iUti・性去三J
468. 45緩から総裁の中議齢者250名における箆常の身




( 1筑波大学 γ1¥ J< J¥ センタ…、 2筑波大学体符科学系〉
[El tlヲ]約に綾燦を維持することができる身体活動






身体活必j表300kcali d3Y 1:1，、下である者を Jl~1 出したの















/ dav)をlOOkcal/ dayごとの 3レベル;二分鋲し、レ
ベiけりの筏横断i謡後を比較したところ日常身体活動援
との慰問関係が待られた膝務節感泌総群怠j横断極i績に
ついては、 lOOkcalI day以下に比較し、 100~200kcal / 







~ 30Dkc:a! / dayのレベルは{患の低vベルに比較し有
意な装疑は認められなかったことから300kcalI day 
税度の日常身体活勤務:は務機能iこえu梁が得られJないこ
とが不綾された。今日では高い務機能を維持するため
に抵抗;運動が効来的であると多く殺をきされているが、
本僻究で検討した日常身体活動愛よりi惑い自営身体活
動i廷では (300kealI day以上〉効薬が後られるかも
し才Lないお
iくcyVへiurd
、主n議会 活設J)殻 1lJj機能
